
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆後進時は、より慎重に！ 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〇進行方向の安全を十分に確認し無理のない運転をしましょう。 

☆巻き込まれ事故に注意！ 
 

 

 

 

○点検整備・清掃作業では、エンジンを必ず停止しましょう。 

○手こぎ作業では、手袋をはずすといった適切な服装をし、機体の内側に手を入れないようにしまし 

ょう。  

 

 

 

 

☆農作業中の熱中症事故が多発しています！ 

令和６年秋の農作業安全運動強化期間 
８月２０日～１０月３１日 

巻き込まれ事故はエンジン非停止が原因となることが多い点検整備・清掃

中と手こぎ作業時に多く発生しています。 

そのうち、 

コンバインでの農作業に気をつけよう！ 

熱中症に注意しよう！ 

後方の機体付近は

死角になる！ 

コンバインの死亡事故で最も多いのが、転落・転倒事故です。 

特に、後進時に注意が必要です。 

収穫の秋を迎え、農作業が忙しい時期となります。 
一方で、毎年、多くの方が、作業中の事故により尊い命を失っています。 
安全第一を心掛けて、作業をしましょう。 
 



 
 

    屋外だけでなく、ハウス内でも発症する例もあります。普段から天気予報をチェックし、熱中症 

対策に取り組みましょう！ 

    農作業中の熱中症対策チェック 

☑ 高温時の作業は避けましょう 
 
☑ 単独作業は避けましょう 

 

☑ ２０分おきに休憩＆水分補給しましょう 
  

☑ 熱中症対策アイテムを活用しましょう （帽子、ファン付き作業服など） 
 

 

 

                                      

   

  ☆水路等への転落事故 
   

 

 

 

事故の写真（農道のすみ切りと勘違いし転落）→ 

 

     

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

・危険な場所は“見える化”を！ 

  例：農道と水路等の境がわかりにくい 

→ポールを立てて“見える化” 

→草刈りで“見える化” 

水路等への転落事故に気をつけよう！ 

・自宅近くでの作業でも、万が一の事故に備えて、家を

出るときは携帯電話を必ず持ち歩くようにしましょう。 

・家族や周囲の人に一日の作業予定を知らせておき

ましょう。 

・水路等の見回りは注意を！ 

例：大雨や強風時、増水した水路など 

→危険な場所には近づかない 

→ほ場の見回りは大雨・強風が収まってからに 

しましょう！ 

熱中症の予防には、「水分補給」と「暑さを避けること」が大切！ 

携帯電話を持ち歩こう！ 
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